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１グループ 3 名～4 名。グループ数はいくつでも可。 
 
所要時間 
155～160 分 （各グループの参加者数によって，所要時間は変動する） 
 
準備物 
1. 手順書（資料 3） 各自に 1 枚 







1.導入 ねらいと手順の説明 手順書（資料 3）とを配布し，ねらいと実習の手順を説明する。 
2.グルーピング 何らかの方法でグループ分けを行う。 





Part1 ＜10 分＞ 
1）Part1 の内容を説明する。その後，メンバーは Part1 の「明日，1 日中，自由に時間を過ごせる
としたら，そのように過ごしたい？」と「それを探している時や選んでいる時の身体や心の感じ
は？それを選んだ理由は？」を記入する。 
  2）メンバーは小グループで，記入した内容について，話し合う。 
 
Part2 ＜40 分＞ 
  1）メンバーは Part2 の「この半年くらいの間に，自分が行った選択で印象に残っていることは？」
と「その選択をする時に，考えたことは？どのようにして決めたか（自分一人で，他の人に相談









3）メンバーは，2）で記したことについて，話し合う。 ＜10 分＞ 
 
  休憩 
 




や生き方をしたい？」，「その理由は？」について記入する。 ＜10 分＞ 
 2）メンバーは「これからの人生の中で，是非とも実現したいことや，願っている生き方は？どん
なことを？」，「その理由は？」について，記入する。 ＜10 分＞ 
  




4）メンバーは，3）で記したことについて，話し合う。 ＜20 分＞ 
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資料 2 
第 3 回北海道 HIL 研究会１日 WS 
2018.8.5. なんぽろ温泉 




















  小講義「ジョハリの窓」 
 
14：10 































 1）明日，1 日中，自由に時間を過ごせるとしたら，どのように過ごしたい？ 
     それを探している時や選んでいる時の身体や心の感じは？それを選んだ理由は？ 
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資料 4-2 
Part3 
1）別の人生を送ることができたら，いつ頃から，選択や生き方は？
理由
2）実現したいこと，願っている生き方は？
理由
3）話し合いを通して気づいた自分の特徴や思いは？
資料４－２
－113－
??????（??????????センタ???）, 18, 101-113
